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Studies "on the filarial preyalence among dogs and the mosquito vectors in Omura CitY, 
Nagasaki Prefecture. 1. On the microfilarial prevalence among house dogs in Omura 
City 
Osamu SUENAGA (Department of Medical Zoology, Institute for Tropical Medicine, Naga- 
saki University); Hidekatsu KAMAHARA (Kamahara Small Animal Hospital, Omura City); 
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Abstract: A field examination on the microfilarial prevalence of Dirofilaria immitis among 
house dogs was carried out in Omura City, Nagasaki Prefecture, in April and October of 
1973. Of 908 dogs examined, which were about 39% of the total dogs living in the City, 
392 dogs, 43.2%, were found to have microfilariae in their peripheral blood. In the dogs 
under one-year-old, the microfilaria] prevalence was already over 10%; the prevalence 
reached 41% in the two-year-old dogs and ranged from 42% to 79% in the older ones. 
The mean number of microfilariae per about 20 mm3 blood of positive dogs was more 
numerous in males than in females. The spatial distribution of the infected idogs within 
Omura City suggested that the mosquito vectors transmit D. immitis more intensively in 
the suburban districts than in the urban or rural districts in the City. 
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は じ め に ] 
大 堆 , 白木 , 1974), いわ ゆる 人 斉 共 通 寄生 中 と し て 


犬 糸 状 虫 は 日 本 の 各地 に 広く 遂 逢 し て いる 犬 の 寄生 開 題 に た っ て きた . 従っ て 日 本 の 各地 で この 糸状 虫 の 
虫 で ある が , 近年 わが 国 で も 人 体感 染 症 例 が 数 例 報 告 浸 淫 状況 を 調べ , これ を 伝搬 し て いる 由 の 種類 と 自然 
され (Nishimura @ g7.,。1954: 吉村 , 横川 , 1970 : 感染 の 実態 を 明らか に する こと は 人 体 へ の 感染 を 未然 
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に 防ぐ 対策 を た て る 上 か ら ゃ 必要 で ある . この よう な 
観点 か ら 著者 は 先 に 長崎 市 内 に お ける 犬 氷 状 虫 の 浸 淫 
状況 と 伝搬 山 に つい て 調べ , 同市 が 犬 糸状 貝 の 高温 淫 
地 の 1 つ で あり (末永 ら , 1971), この 寄生 貝 の 主要 
伝搬 山 が アカ イエ カ と ヒト スジ シマ カ で ある こと (本 
永 ら ち , 1973) を 明らか に し た が , その 後 長 崎 県 の ほぼ 
中 央 部 に 位置 し て いる 大 村 市 内 で も 同様 の 調査 を 実施 
し た の で , 本 報 で は 同市 内 に お ける 飼 犬 の フィ ラリ ア 
仔 虫 保有 状況 に つい て 報告 する . 


調査 方 法 
毎年 2 回, 狂犬 病 の 予防 注射 が 実施 きれ て いる こと 
に 着目 し , 1973 年 4 月 12 日 か ら 24 日 まで , 及び 10 月 2 
日 か ら 25 日 まで の 予防 注射 実施 期間 中 , 土曜 日 と 日 曜 
日 を 除い た ほほ 毎日 , 午前 10 時 か ら 12 時 まで と , 午後 
1 時 か ら 3 時 まで , 大 村 保健 所 か ら 派遣 され る 注射 
に 所 属し て , 所 有 者 の 協力 が 得 ら れ た 犬 に つい て 耳 楽 
か ら 1 <2 滴 ( 約 20 mm3) の 血液 を と り , スラ イド グ 
ラス に 浴 漆 し て 乾燥 させ , 後 で ギ ム ザ 染色 し て 検 鏡 し , 
仔 虫 の 有無 と , 仔 虫 が 発見 され た 標本 に つい て は その 
位 虫 数 を 記録 し た . 尚 , 一 部 の 陽性 犬 に つい て は 後 で 
再び 採血 し , アセ トン 集 虫 法 (大 石 ら , 1959) で 処理 
し て 仔 昌 の 形状 , 体長 , 体 由 等 を 調べ , その 種類 を 確 
認 し た . 調査 地域 は 春 と 秋 と で な る べく 重複 し な いよ 
配慮 し , 大 村 市 内 の ほぼ 全域 に わた っ た が , 同じ 地 
域 で 採血 を 実施 し た 一 部 の 地区 で は 同じ 犬 を 春 と 衝 と 
に 重複 し て 採血 し な いよ う 注 意 を 払っ た . 対象 と な っ 
た 犬 は すべ て 登録 大 で あっ た の で , 年 令 , 性 別 等 は 登 
録 カ ー ド に より 知る こと が で きた が , カー ド の 記録 が 
疑わ し い 場合 に は その 犬 の 所 有 者 に た ず ね た り , ある 
い は 直接 該当 する 犬 を 調べ る こと に よっ て 確認 し た . 


調査 成 績 
1. 大 村 市 内 に お ける 犬 の 棲息 数 , 仔 虫 保有 率 及 び 
検出 され た 仔 虫 の 種類 
この 調査 を 実施 し た 1973 年 度 中 に 狂犬 病 予防 法 に 基 
いて 保健 所 に 登録 し , 狂犬 病 の 予防 注射 を うけ た 飼 犬 
数 は 第 1 表 に 示す よう に 1921 頭 で あっ た が , 犬 捕獲 人 
の 推定 に よる と , この 他 に 約 200 頭 の 未 登録 の 飼 犬 と 
約 200 頭 の 野犬 が いる も の と 思わ れる の で , これ ら を 
合せ る と 大 村 市 内 に 棲息 し て いる 犬 数 は 約 2300 頭 と 
な る . この 中 , 今回 の 調査 で 対象 と し た の は 登録 犬 だ 
け で ある が , 調査 範囲 が 市 内 の ほぼ 全域 に わた っ た の 
と , 検 血 犬 唐 が 棲息 犬 数 の 約 99 に 当る 908 頭 に 及 


ん だ の と で , この 調査 に より 大 村 市 内 の 犬 全体 に つい 
て の 犬 茶 状 虫 の 浸 肖 状況 を 概ね 把握 で きた と 考え て い 
る . 第 2 表 に 示す よう に , 合計 908 頭 の 調査 犬 の 中 , 

その 43.2 に 当る 392 頭 か ら フ ィ ラ リプ 仔 昌 が 検出 
され た . これ ら の 陽性 秦 は すべ て 本 邦 産 で あっ た の と , 
今 ま で に わが 国 か ら 報 告 さ れ て いる も の が , 沖 編 の 野 
犬 Pennington ez g7., 1969) 及び 東京 に お ける 答 
入 犬 (大 石 ら , 1973) を 除い て , すべ て Dirofilaria 
mmitis で ある こと , 及び アセ トン 集 虫 法 で 処理 され 
こ 一 部 の 陽性 犬 か ら の 仔 虫 の 形状 , 大 き さ 等 か ら , 今 
回 検出 され た 仔 虫 の 種類 は すべ て 用. mmigis と 判定 
され た . 仔 貝 保有 率 が 春の 46.8 に 対し て 秋 は 38.6 
と か な り 低 か っ た の は , 調査 地区 が 春 は 主 に 西 大 村 , 
竹松 等 の 高 浸 淫 地 で あっ た の に 対し , 秋 は 主として 三 


_ 浦 , 鈴 田 , 大 村 等 の 比較 的 低 浸 矯 地 で あっ た こと に よ 


る . 従っ て 両者 を 加え た 大 村 市 内 全域 に つい て の 仔 取 
保有 率 は 43.2 と な る , 


Table 1. Number of dogs living in Omura 
City in 1973 


Registration. status No. of dog め 


House dogs (Registered )※\ 1921 82.8 


ケ (Unregistered ) 200** 8.6 
Ownerless dogs 200** 8.6 
Total 2321 100.0 


* Blood examination was made with random 
examples among registered dogs. 

** The numbers of unregistered dogs and 
ownerless dogs were estimated by a stray 
dog captor. 


Table 2. Number and percentage of house dogs 
having microfilariae of canine heart 
worm, Dirofilaria. immiltis jm Omura 
City in 1973 


No. of dogs 
Period = 
examined positive 
Apr. 12—24 504 236 46.8 
Oct. 2 一 25 404 。 156 38.6 
Total 908 392 43.2 
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2. 犬 の 性 別 , 年 令 別 仔 虫 保有 率 と 保有 仁 虫 数 こと に し た 。, 1973 年 4 月 及び 10 月 の 調査 期間 中 に 検 血 


今回 の 調査 は 1973 年 4 月 と 10 月 と に 実施 きれ た が , を 実施 し た 犬 数 は 合せ て 908 頭 で , これ ら の 犬 の 性 別 , 
秋 の 調査 は 春の 調査 で 欠け て いた 地区 を 補う 形 で 行わ 年 令 別 仔 吊 保有 率 並び に 陽性 犬 1 頭 当 り の 約 20 mm3 
れ た の で , 本 報 で は これ ら の 資料 を 一 括 し て 検討 する 血液 中 の 平均 仔 素数 は それ ぞ れ 第 3 表 及 び 第 4 表 に 示 

Table 3. Number and a of house dogs having microfilariae 


in Omura City, by age and sex, in 1973 


CE Sas cs 

in No. of dogs GG No. of dogs % No. of dogs 2 
Ye9T examined positive positive examined positive positive examined positive positive 
0 18 2 11 .1 8 1 12.5 26 3 11 .5 
1 104 18 17 .3 91 14 15.4 195 32 16.4 

2 103 49 47.6 84 38 45.2 187 87 . 41.2 
3 77 44 57.1 65 29 44.6 142 73 51.4 

4 48 25 52.1 46 18 39.1 94 43 45.7 

5 50 25 50.0 37 23 62.2 87 48 55.2 

6 31 23 74.2 14 7 50.0 45 30 66.7 

7 20 13 65.0 1 12 70.6 37 25 67.6 
8 11 7 63.6 13 7 53.8 24 14 58.3 
9 6 2 33.3 6 3 50.0 12 5 41.7 
10 24 14 58.3 16 3 18.8 40 17 42.5 
11+ 10 9 90.0 9 6 66.7 19 15 78.9 
Total 502 231 46.0 406 161 39.7 908 392 43.2 

Table 4. Number of microfilariae per about 20mm3 blood of positive dogs 
in Omura City, by age and sex, in 1973 
Age Male ーー Female ' Total 
in No. of No. of MFf. No. of No. of Mf. No. of No. of MFf. 
8 dogs OS の で ここ ご 

CAF positive Min. Max. Mean positive Min. Max. Mean Ppositive Min. Max. Mean 
0 2 4 10 7.0 1 人 = 3.0 3 3 10 5.7 
1 18 1 749 95.0 14 4 81 25.0 32 1 749 64.4 
2 49 1 724 72.1 38 + 457 51.4 897 1 724 63.1 
3 44 1 500 115.7 29 1 595 112.1 73 1 595 114.3 
4 25 3 1,032 200.6 18 4 320 56.9 43 3 1,032 140.5 
5 25 3 1,180 211.8 23 . 6 1,460 199.9 48 3 1,460 206.1 
6 293 3 475 145.0 7 5 879 160.1 30 3 879 148.6 
7 13 10 1,131 279.3 12 1 294 TT.5 25 1 1,131 182.4 
8 7 2 647 170.0 7 3 615 120.4 14 2 647 145.2 
9 2 59 374 216.5 3 4 357 156.3 5 4 374 180.4 
10 14 1 699 188.0 3 9 472 286.3 17 1 699 205.4 
11 十 9 7 164 44.6 6 41 385 156.2 15 7 385 89.2 
Total 231 1 1.180 139.7 161 1 1.460 101.5 392 1 1,460 124.0 
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す 通 り で ある . これ ら の 表 か ら 明 ら か な よう に に, 仔 下 
保有 率 は 全体 で は 雄 で 46.0, 雌 で 39.7 多 と 共に 著 
し く 高 い . 第 3 表 か ら わ か る よう に , 1 才 未 満 の 調査 
犬 26 頭 の 中 3 頭 が 既に フィ ラリ ア 仔 虫 を 保有 し て い 
た が , これ ら の 犬 は 何れ も 4 月 の 検 血 で 発見 され た も 
の で , 前 年 の 8 月 以前 に 生れ た も の ば か り で あっ た こ 
と か ら , 生後 問 も な く 感 染 を うけ た も の と 思わ れる . 
仔 曳 保有 率 は 1 未満 で 既に 10 ダ を 超え , 1 で は ま 
だ 16 め 程度 で ある が , その 後 急 に 高く な っ て 2 で 
は 早く も 穫 少 に 達し , 3 才 以 上 で は 多少 の 変動 は あ 
る が 勿 用 か ら 79 錠 の 高 率 を 保っ て いる . 次 に 陽性 犬 
の 耳 染 血 約 20 mm3 中 の フィ ラリ ア 仔 虫 数 に つい て 
_ み る と , 第 4 表 に 示す よう に 雄 , 雌 共 各 年 令 層 を 通じ 
て 犬 の 個体 に よっ て 仔 虫 数 が 基 だ し く 異 な た る. し か し , 
性 列 及 び 年 令 毎 の 平均 仔 虫 数 を 比較 し て みる と , ある 
傾向 が ある よう に 思わ れる , 即ち , 全体 で は 雄 の 平均 
仔 虫 数 が 139.7 令 で あっ た の に 対し , 雌 で は 101.5 令 
と , 仔 曳 保有 率 が 高い 雄 の 方 が 仔 貝 数 も や や 多い . 確 
の 場合 に は 1 才 未 満 で は 7.0 隻 と 少な い が , 1 才 で は 
早く も 95 隻 と な り , その 後 か な り の 変動 は ある が , 
2 才 と 11 才 を 除い て 100 令 以上 で ある の に 対し , 雌 
で は 年 令 に よっ て は 雄 よ り 多 い 場 合 も 久 ら れる が , 多 
く の 年 令 層 で 雄 ょ より 少な い . 


3. 地区 別 仔 虫 保有 率 の 比較 


犬 の フィ ラリ ア 仔 貝 保有 率 が 市 内 の 地区 に よっ て 異 
な る か どう ちか を 明らか に する た め , 大 村 市 内 を 行政 区 


罰 に 蒸 い て 8 つの 地区 に 分 け , 各地 区 毎 に 犬 の 仔 躍 保 
有 率 を 算出 し 比較 し て みた . 各地 区 に お ける 検査 犬 数 , 
陽性 犬 数 , 仔 貝 保有 率 及 び 陽 性 犬 1 頭 当 り の 平均 仔 貝 
数 は 第 5 表 に 示す 通り で , この 表 か ら 地 区 に よっ て 仔 
昌 保 有 率 に か な り の 差 が ある こと が わか る . 最も 仔 貝 
保有 率 が 高い の は 竹松 地区 の 55.3 め , 最も 低い の は 
窟 瀬 地区 の 21.9 で , 20 め 以下 の 地区 は みみ られ な か 
第 1 図 は 第 5 家 の 地区 別 の 仔 虫 保有 率 を 10 
毎 に 区 切っ て 記号 に より 地図 上 に 示し た も の で , これ 
ら の 図表 か ら 仔 貝 保有 率 は 山間 の 農村 地帯 で ある 菅 瀬 
地区 で 最も 低く , や や 開け た 農村 地帯 で ある 鈴 田 , 松 
原 , 三浦 の 各地 区 , 及び 市 の 中 心 部 で 市 街 地 の 大 村 地 
区 で は や や 高く , これ ら の 農村 地帯 と 市 街 地 と の 中 
則 に 位置 し , 半 動 半 農 の 住宅 地帯 に な っ て いる 西 大 
村 , 竹松 , 及び 福重 地区 で は 極め て 高い 傾向 が みみ られ 
る . 


* つ ye 央 


用 察 

本 邦 に お ける 犬 糸 状 貝 の 漫 淫 状 況 に ついては, 豊田 
(1928) が 京阪 神 地 方 の 犬 の 2.9 多 が 感染 を うけ て い 
だ こと を 報告 し て 以来 , 約 40 件 の 報告 が ある . この 中 , 
九州 で の 調査 成績 は 第 6 表 に 示す 10 件 と 思わ れる . こ 
の 天 か ら わ か る よう に , これ ら の 成績 の 多く は 犬 の 祝 
検 に よる も の で , 検 血 に より フィ ラリ プア 仔 虫 保有 率 だ 
け を 調べ た 成績 は 比較 的 少 い . 祝 検 に よる 感染 率 ( ま 
た は 寄生 率 ) と 検 血 に よる 仔 虫 保有 率 と が 必ず し ゃ 一 


Number and percentage of house dogs having microfilariae in 8 districts 


Table 5. 
of Omura City in 1973 
Male Female Total 
District No. of dogs OO No of dogs % MeanNo. No, of dogs ヶ Mean No 
pogi- ot Mf. per ER of Mf. per - Pogi- of Mf. per 
exam- Posi- fye positive exam- posi- DB DosSitive exam- Posi- i positive 
ined tive ツ dog ined tive dog ined tive_ dog 
1Miura 11 5 45.5 92.4 28 10 35.7 57.3 39 15 38.5 69.0 
2 Suzuta 14 3 21.4 150.0 30 11 36.7 66.5 44 14 31.8 8g44 
3 Omura 91 37 40.7 140 .1 58 21 36.2 115.9 149 58 38.9 131.3 
4 Nishi- 「 〔 
nnr。 192 95 49.5 165.9 104 54 51.9 124.9 296 149 50.3 151.0 
5 Take- oo0 54 60.0 145.5 69 34 49.3 1092 159 88 55.3 131.5 
fatSu 
6 Kayase 48 15 31.3 62.9 48 6 12.5 37.8 96 21 21.9 55.8 
‘Fuku os 13 46.4 57.8 32 14 43.8 104.8 60 27 45.0 sz1 
Shige 
導電 RE 328 に 9。 825 98.0 37 11 29.7 41.0 65 20 30.8 66.3 
Total 502 231 46.0 139.7 406 161 39.7 101.5 908 392 43.2 124.0 


致し な いこ と は 犬 フ ィ ラ リア 仔 昌 の 末 栓 血 中 へ の 出現 
数 が 時 間 的 及び 季節 に 変る こと (Kubo, 1938) や , 
寄生 犬 で あり な が ら 血 液 中 に 仔 虫 が 発見 され な いも ゃ も の 
が か な りあ る こと (吉川 ら , 1938 : 片 峰 ら , 1955 : 久米 , 
1961) な どか ら ゃ も 明らか で , 特に 今回 の 調査 の よう に , 
末 棋 血液 中 に 出 て いる 仔 虫 数 が 比較 的 少 い と 思わ れる 
春秋 の 季節 に , し か る も 日 中 , 約 20 mm3 と いう 少量 
の 血液 を 調べ た 場合 に は , 感染 犬 で あり な が ら 仔 虫 陰 
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性 と 判定 され た も の が か な りあ る も の と 思わ れる . し 
か し , それ に も か か わら ず , 今回 の 調査 で 得 ら れ た 大 
村 市 内 の 飼 犬 の 仔 虫 保有 率 43.2 は 佐賀 県 下 で 捕獲 
され た 野犬 の 感染 率 45.7 (岡部 ら , 1958) に 次 ぐ 
高 率 で あり , 長崎 市 内 に お ける 飼 犬 の 仔 虫 保有 率 29 .1 
の % (末永 ら , 1971) より は る か に 高い . この こと は , 
1 才 未 満 で 早く も 仔 虫 保有 犬 が か あらわれ, 2 ゴ 犬 で は 
仔 虫 保有 率 が 40 に 達し て いる こと と 共に , 大 村 市 
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each of 8 numbered districts of Omura City shown in Table 5. 
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Table 6. Summary of surveys for canine heartwarm in Kyushu, Japan 
Locality 「 98 9 A 0 q | a Reference 
examined Mf. Adults Adults infected 

Fukuoka Prefecture 5 a 1 一 1 20.0 Ikuyama, 1960 
Okawa, Fukuoka Pref . 50 ー 19 ー 19 38.0 Shiraishi ez al., 1965 
Oita Pref. 191 ー 35 ー 35 18.3 Kihara, 1965 
Saga Pref . ' 365 ー 42 42 11.5 Okabe et al., 1952 
Saga Pref . 81 ー 37 一 37 45 .7 ケ , 1958 
SaSebo, Nagasaki Pref . 1,021 ーー 63 5 63 6.2 Nagata, 1955 
Nagasaki, Nagasaki Pref. 2,445 2 171 36 209 8.5 Katamine et al., 1955 
Nagasaki, Nagasaki Pref. 2,370 690 8 690 29.1 Suenaga @ al., 1371 
Okinawa Pref . 32 2 = = 2 6.3 Warne et al., 1967 
Okinawa Pref. 557 2 — ー 2 0.4 Pennington ez al., 1968 


_ 内 で は 現在 も る 尚 。 新しい 感染 が 活発 に くり 返さ れ て い 
る こと を 示す も の と いえ る 犬 の 年 令 と 仔 昌 保有 率 ま 
た は 感染 率 と の 関係 に つい て は , 多く の 研究 者 が 3 ~ 
6 ず ま で は 年 令 と 共に その 率 が 高く な り , その 後 , 今 
回 の 場合 の よう に 機 選 い 状 態 と な る (末永 ら , 1971) 

か , や や 低下 する ( 片 峰 ら , 1955 : 真名 子 ら , 1973) 

と の べ て いる が , 吉川 ら (1936) や 井上 〈1936) は 犬 
の 年 令 と 共に 寄生 率 が 高く な る と いい , 佐藤 (1970) 

は 寄生 率 は 5 才 ま で 上 昇 し , 6 才 オ 以 上 で は 横 遺 い 状 態 
と な る が , 仔 虫 保有 率 は 5 才 ま で は 年 令 と 共に 汰 増し , 
6 才 以 上 で は 新 滅 する と いう . 最近 大 石 ら (1973) は 
東京 都 府 中 地区 の 犬 で は 4 才 以 上 の も の が 100 易 感染 
し て いた こと を 報告 し て いる . この よう に , 年 令 と 感 
楽 率 と の 関係 が 必ず し ゃ 同様 で な い の は , 主 に その 調 
査 地 区 に お ける 犬 糸 状 虫 の 浸 淫 率 の ちがい に よる ゃ も の 
と 思わ れる . 本 ' 

犬 の 仔 曳 保有 率 あ る い は 感染 率 が , 同じ 地域 内 で も 
地区 に よっ て か な り 異な る こと は 高知 (Keegan @ 
g7., 1967), 長崎 ( 片 峰 ら , 1955 : 末永 ら , 1971) 釜 
に お いて も 明らか に され て いる が , 今回 の 調査 成績 で 
$ 山間 の 農村 地区 で は 低く , 市 街 地区 と 農村 地区 と の 


間 に あ る 半 勤 半 農 の 住宅 地区 で は 著しく 高い こと が 明 


ら か に な っ た . これ は , それ ら の 地区 内 に お ける 犬 の 
密度 , 及び この 寄生 虫 を 伝搬 する 軸 の 種類 並び に 多 宴 
(に よる も の と 思わ れる の で , 今後 伝搬 山 の 種 類 と 自然 
感染 の 実態 を 明らか に する こと が 必要 で あろ う 5. 


ま と め 
長崎 県 大 村 市 内 に お ける 犬 座 状 虫 の 浸 涯 状況 を 明 ら 


か に する た め に , 1973 年 4 月 と 10 月 に 飼 石 の フッ ラリ ーー 
ァ 仔 虫 保有 状況 を 調べ た . 調査 犬 数 は 春秋 合せ て 908 
頭 で , これ は 市 内 に 棲 邊 し て いる と 推定 され る 全 犬 数 
の 約 39 を に 相当 する . この 中 , 仔 虫 保有 犬 は 392 豆 


で 仔 虫 保有 率 は 43.2 多 と 極め て 高く , 現在 も 新しい 
_ 感染 が 活発 に くり か えさ れ て いる こと が 明らか に な っ 


た . 仔 虫 の 種類 は すべ て Dirofstarig immitis と 判定 
され た . 犬 の 仔 虫 保有 率 は 雄 で 46.0 を , 雌 で 39.7% 
と 共に 著しく 高く , 年 令 的 に は 1 才 未 満 で 既に 10 
を 超え , 1 で は まだ 16 多 程度 で ある が , 2 で は 
時 くも 知多 に 達し , 3 才 以 上 で は 2 多 か ら 79% の 
高 率 を 保っ て いる こと が わか っ た . 陽性 犬 の 定 案 血 中 
の 和寿 虫 濃度 は 犬 の 個体 に よっ て 著しく 異な る が , 全体 
的 に は 仔 貝 保有 率 が 高い 雄 の 方 が 仔 虫 数 も や や 多い 傾 
向 が み ら れ た . 地区 別 の 仔 虫 保有 率 を 比較 し た 結果 , 
山間 の 農村 地区 で は 仔 虫 保有 率 が 最も 低く , や や 開け 
た 農村 地区 及び 市 街 地 区 で は や や 高く , 農村 地区 と 市 
街 地 区 と の 中 間 に あ る 半 勤 半 農 の 住宅 地区 で は 極め て 
高い こと が わか っ た . これ は , それ ら の 地区 内 に お け 
る 犬 の 密度 と , この 寄生 虫 を 伝搬 する 是 の 種類 並び に 
多 宴 に よる も の と 思わ れる . 


稿 を 終る に 当り , 有益 な 御 助 言 を いた だ いた 長崎 大 
学 医学 部 医 動 物 学 教室 の 和田 義人 教授 に 厚く お お 礼 申し 
上 げ る . また , この 研究 は 長崎 県 大 村 保健 所 の 高原 順 
子 所 長 , 中 有川 輝 茂 衛生 課長 , 片山 甚 助 食品 衛生 係長 , 
及び 関係 職員 の 方 々 , 大 村 市 役所 の 勝 盛 章 衛生 課長 及 
び 関 係 職 員 の 方 々 , 並び に 大 村 市 獣医 師 会 の 関係 者 の 
方 々 の 御 協 力 を 得 て 行 われ た . これ ら の 方 々 た 対し て 
も 深く 感謝 する . 
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